


















































































































































































参加してくれた。筆者が彼に「あなたは何人なの？」と質問したところ、「Eu sou shimatchu, e 
brasileiro」自分は島っちゅ、そしてブラジル人だと答えてくれた。ブラジル生まれの二世から島っ
ちゅという言葉を聞くとは思っていなかったのでとても驚いた。彼が知っている日本語はごく
簡単な挨拶、そして奄美と島っちゅという言葉だった。彼のような二世、三世にたくさん出会っ
写真⑦　奄美魂
写真⑥　AMAMITAMARI
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た。彼らは日本語はよくわからないが、奄美という言葉自体に自分たちのルーツである奄美の
アイデンティティーを感じているのだと気づいた。
（4）壁にかかる奄美大島
　2015年にクリチバという町に住む奄美出身者を訪ねたとき
のことである。クリチバでいくつも日本食レストランを経営し
ているタナカ氏（仮名）の事務室には、「奄美大島」の書が掛
けられていた。
　彼は戦後、奄美大島からブラジルへ渡った一世である。彼の
兄が農業をすることを目的に単身でブラジルに渡った。彼の兄
は独立して事業を起こす際に、兄弟全員をブラジルへ呼び寄せ
た。一番下の弟であった彼は5歳でブラジルへと渡ることとなっ
た。幼少期にブラジルに来て育ったため、先ほどの二世同様日
本語は多少聞き取ることはできるが読み書きは全くと言ってい
いほどできない。他の兄弟たちが「あいつは漢字が全く読めな
い」というほど、日本語を知らない。筆者が彼を訪ねた日、どうしても外せない仕事があったため、
他の兄弟たちが彼に代わって彼の仕事場を案内してくれた。他の兄弟たちもこの日初めて彼の
事務室に入った。そこで見つけたのが、壁に掛けられた奄美大島の書だった。兄弟たちは口を
揃えて、「あいつは奄美大島の漢字を読めるのか！」と驚いた。後に彼から聞き取りをしたところ、
この前年に彼ははじめて日本に一時帰国し、奄美大島へも足を運んだという。その際にこの書
を購入したという。奄美の記憶は5歳までのわずかなものしかなく、自分はブラジル人だという
彼も、奄美の言葉にアイデンティティーを感じているのだ。
（5）UNDOKAI
　サンパウロの奄美出身者が集まって毎年9月に
運動会を開催している。以前、サンパウロには奄
美出身者の組織した団体である奄美会が存在し
た。2002年まで鹿児島県人会の一支部として公式
に活動していた。会が所有していた会館を他の日
系団体に譲渡したと同時期に会は解散。それ以来、
奄美出身者たちによる公式な集まりはない。現在
はこのUNDOKAI（運動会）が、非公式なもので
あるが年に一回、奄美出身者の集まりとして行わ
れる恒例行事となっている。この運動会には、奄美出身者たちの友人や恋人など非日系のブラ
ジル人も参加している。奄美出身者たちは、彼らと自分たちを分けるため「奄美」の文字を入
れたTシャツを作り、ユニフォームとしてそれを着用して参加する。この会の主な主催者は戦前
に奄美からブラジルへ移民した人々の子、二世たちである（準二世も含む）。運動会競技への主
写真⑧壁にかかる奄美大島
写真⑨UNDOKAI
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な参加者は彼らの子どもたちである三世や、その子どもたちである四世たちである。戦前移民
の二世もブラジルで育ったため、日本語の読み書きはできない。しかし、このTシャツの奄美
の文字に現れているように彼らもまた、奄美という文字に自身のルーツ、奄美のアイデンティ
ティーを感じる、または持っているというのが、ブラジル奄美移民の二世、三世などに見られ
る特徴であった。
Ⅴ．奄美アイデンティティー
　2014年から現在まで筆者がブラジルでの調査を行って気づいたのは、奄美出身者のアイデン
ティティーの現れの違いである。ブラジル在住の奄美出身者はブラジル人に対しては、自身の
ことを日本人という。同じ日本人や日系人に対しては、奄美や島っちゅという区別を持つ。日
本人の中でも沖縄系の人々に対しては、奄美。そして、同じ奄美出身者に対しては、それぞれ
の出身村単位でアイデンティティーを語ることが見られた。これまで調査した全ての島っちゅ
のアイデンティティーの表象については、今後さらに深い分析を行わなければならない。
　アイデンティティー形成の場としての奄美文化の継承について、奄美系の人々は沖縄系や他
の県人会と異なり文化継承の場をあまり持っていない。奄美文化を教える人材がいないため、
歌や踊りなどの文化継承が行われずにいるのである。これは現在の話で、以前は踊りを教える
人や歌や三味線を教える人がいた。しかし教え手から担い手側へ十分に歌や踊りが受け継がれ
る前に、教え手の高齢化により奄美文化の継承ができなくなってしまった。そのため現在では、
歌も踊りも伝える人（教えることができる人）がいなくなっている状態である。歌や踊りなど
の文化継承は行われていないが、奄美にルーツを持つ人々は家族間の会話で使われるわずかな
島言葉と、「奄美」「島っちゅ」という言葉自体にアイデンティティーを見出しているというのが、
現在のブラジル奄美移民社会の状況である。このあたりについても、今後さらなる調査と分析
が必要と考える。
Ⅵ．おわりに
　最後に、なぜ奄美移民を研究しているかについて少し触れたい。冒頭でも述べたように筆者
自身が奄美アイデンティティーを持つものの一人だ。筆者の母は奄美大島の離島である加計呂
麻島の出身だ。両親が共働きだった筆者は、夏休みなどの長期休暇には妹と二人で奄美の祖父
母の元へ送られ、島で過ごす日々を与えられていた。筆者と妹はそれを「島送り」と呼んで嫌っ
ていたが、今では大自然や古い慣習が残っていた頃の島で過ごす貴重な時間を与えられていた
のだと感謝している。島には祖父母はじめ親戚がたくさんおり、島に帰るたびに「あんたたち
はシマの子だから、もうヤマト（日本本土）の学校はやめてシマの学校に通うんだよ」と、島の子、
奄美の子というアイデンティティーを強制的に植え付けられていた。ルーツは持っているが生
まれ育ったのは島ではないので、筆者たちは当然に反発していた。島で過ごす時間も多かった
ので年中日焼けをしており、関東地方の学校では「ちびくろサンボ」とからかわれることも多かっ
た。そんなこともあり、奄美にルーツを持つことを押し隠して過ごしてきた。
　しかし大学院進学とともにブラジルとのご縁をいただき、ブラジル移民研究を始めるにあたっ
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て奄美移民を扱おうと考えた。ブラジルに渡った奄美にルーツを持つ人々がどのようなアイデ
ンティティーを持っているのか、それをどのように保持し継承しているのか、筆者にはとても
興味があった。奄美移民の問題は、筆者自身の問題でもあったからである。
　2014年から始めた本研究では、現在までに約50名以上もの人々にライフヒストリーを聞くこ
とができた。その膨大なデータを基に奄美移民とは誰だったのか、奄美にとってブラジル移民
とは何であったのかを明らかにしていくことを目的としている。
　ブラジルで奄美の人々にお話を伺っているといつも「奄美のことを日本でもっと伝えてね」
と言われる。これは奄美からブラジルに行った自分たちのことだけではなく、奄美自体のこと
を日本の中でもっと知ってもらえるようにしてくれということである。奄美から遠く離れたブ
ラジルで長い月日を過ごしていても、奄美を思い続けている奄美の人たちの気持ちに、筆者は
少しでも応えたいと思う。その発表の機会を与えてくれた立教大学ラテンアメリカ研究所ラテ
ンアメリカ講座の皆さまには心より感謝申し上げる。
　筆者はこれまで奄美にルーツを持つことを「負」と捉えて反発をしてきたが、年齢を重ねる
につれ奄美に対する気持ちが高まってきていた。そのような時に奄美に関する研究をする機会
を得ることができたことは本当に幸せなことだと思っている。この奄美のルーツを授けてくれ
た母に何よりも感謝の気持ちを伝えたい。
　ありがたさまりょーた。奄美の言葉でありがとうございます。とーとがなし。
〈註〉
1 ブラジル日本移民については丸山浩明編、2010、『ブラジル日本移民——百年の軌跡』、明
石書店などに詳しく書かれているためそちらを参照されたい。
2 奄美のブラジル移民については田島康弘、1997、「奄美とブラジル移民」、鹿児島大学教育
学部研究紀要人文・社会学編や宮内久光、2017、「近代期における奄美大島宇検村からの移
民について」、琉球大学法学部人間科学科紀要などが挙げられるが、いずれも奄美側からの
研究でありブラジル側からの研究は現在のところ本研究のみである。
3 鹿児島県海外移住協会『海外移住者名簿』では、奄美出身者ではない者（原籍が奄美以外）
も「構成家族」として含まれているため、彼らを除いた数と名簿に記載されていない奄美
出身者の数のどちらが多いかは現在のところ確認できていない。
4 宇検村は2017年村政100周年を迎え新たに村史を編纂した（2017年11月現在まだ刊行され
ていない）。この中で宇検村ブラジル移民を取り扱ったということなので期待したい。
5 2016年10月18日沖縄県東村高江周辺の米軍北部訓練場内のヘリパッド建設に対し抗議活動
をしていた芥川賞作家の目取真俊氏に対し、大阪府警の機動隊員が「触るな。土人（どじん）」
と発言し、問題となった。沖縄出身の目取真氏は「最初はすぐには理解できなかった（略）
沖縄に対する差別の中で南の島の遅れた地域という意味で使われていた」という。これ以降、
本土側の沖縄蔑視、差別はこれまでもたびたび繰り返されてきたとして、1903年に大阪で
開催された博覧会で沖縄女性二人を「展示」した「人類館事件」などもメディア等で紹介され、
沖縄差別を巡る議論が活発化した。
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6 南海日日新聞社、2001、『それぞれの奄美論・50——奄美21世紀への序奏』、南方新社など
でも奄美の差別の歴史とそれに対して今後どのように奄美史を考えていくかについて議論
があるので参照されたい。
7 「島っちゅ」という表記は筆者がこれまで使用してきたものだが現在奄美では「シマッチュ」
と表記することが一般的になっており、本発表時点では「島っちゅ」表記を使用したが、今
後は現地の人々が親しんでいる「シマッチュ」表記を用いていきたいと考えている。
（かとう　さおり　本講座受講生）
